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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
格
段

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
国
内
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
円
安
・
株

高
へ
移
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
急
速
な
円
安
は
農
家
や
原

材
料
を
輸
入
に
頼
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
経
費
の
増

大
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
個
人
消
費

の
低
迷
と
合
わ
さ
っ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
も
マ
イ

ナ
ス
成
長
と
な
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
先
行
き
は
不
透
明

感
が
増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

農
業
情
勢
に
つ
い
て
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
は
耕
作
放
棄
地
の
増
加
と
相
俟
っ
て
農
村
社
会
の
崩

壊
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
と
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

農
地
の
担
い
手
農
家
へ
の
集
積
等
、
有
効
利
用
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
問
題
に

つ
い
て
は
、
妥
結
に
は
至
ら
ず
今
年
に
持
ち
越
し
継
続
し

て
交
渉
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
二
国
間
で
の

交
渉
も
山
場
を
向
か
え
る
中
、
具
体
的
な
交
渉
内
容
は
一

切
公
表
さ
れ
ず
、
不
安
が
募
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
地
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
に
加
え
、
米
価
問
題
が

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
需
給
バ
ラ
ン

ス
の
崩
壊
に
よ
る
米
価
の
暴
落
に
よ
り
米
農
家
に
と
っ
て

は
死
活
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

続
い
て
農
協
改
革
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
事
に

つ
い
て
は
、
農
村
・
Ｊ
Ａ
の
事
を
良
く
理
解
し
て
い
な
い

方
々
の
発
言
で
あ
ろ
う
と
し
か
思
え
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

農
協
は
戦
後
、
農
業
・
農
家
を
支
援
し
、
農
家
と
と
も
に

農
村
に
灯
り
を
と
も
し
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
高
度
成
長

期
に
入
り
、
様
々
な
食
の
形
態
が
出
て
来
て
野
菜
の
需
要

が
高
ま
り
、
野
菜
を
取
扱
う
企
業
と
の
直
接
取
引
等
、
Ｊ

Ａ
を
介
さ
な
い
農
家
も
徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

逆
に
Ｊ
Ａ
は
組
織
の
維
持
が
農
業
・
農
家
を
守
る
こ
と

に
繋
が
る
と
考
え
、
農
家
ニ
ー
ズ
を
察
知
し
た
対
応
が
出

来
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
と
し
て
認
識
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
国
策
に
よ
る
Ｊ
Ａ
改
革
で
は

な
く
、
農
家
組
合
員
を
中
心
と
し
た
協
同
組
合
で
あ
り
、

あ
く
ま
で
も
自
主
的
な
改
革
を
実
行
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

地
域
農
業
は
農
家
の
大
型
化
も
進
み
、
家
族
経
営
農
家

と
混
在
す
る
中
で
、
南
の
食
料
基
地
と
し
て
の
役
目
を
充

分
発
揮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
組

織
を
挙
げ
て
、
営
農
指
導
の
強
化
に
よ
る
農
業
所
得
の
向

上
と
担
い
手
農
家
へ
の
支
援
等
を
行
う
と
と
も
に
地
域
社

会
の
核
と
な
る
べ
く
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
異
常
気
象
を
含
め
、
厳
し
い
環
境
が
予
測
さ
れ

る
中
、
平
成
27
年
は
第
８
次
中
期
３
ヵ
年
計
画
の
二
年
目

に
当
た
る
年
で
あ
り
、
事
業
展
開
の
強
化
の
年
と
位
置
付

け
、
農
業
・
農
家
を
支
援
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
の

持
て
る
明
る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す

【
理
事
】

北　

美
喜
男　
　
　

生
見　

春
道

牧
薗　

弘
幸　
　
　

前
原　

干
城

石
神　

一
男　
　
　

野
元　

辰
雄

橋
口　
　

彰　
　
　

髙
﨑　

知
一

岡
元　

和
人　
　
　

大
薗　

義
人

田
畑　

光
雄　
　
　

下
拂　

廣
重

谷
村　

久
恵　
　
　

本
田　

義
昭

上
野　
　

茂　
　
　

吉
﨑　

久
男

田
原　

良
二　
　
　

奥
薗　

克
年

松
永　

正
美　
　
　

伊
瀬
知　

敏
孝

【
監
事
】

横
峯　

明
人　
　
　

上
西
園　

隆

桃
木　

重
隆　
　
　

松
澤　

計
佐
男

田
中　
　

司

代表理事組合長
西村　仁

管理・経済担当常務
松元　孝也

信用担当常務
西迫　忠憲

常勤監事
田中　博
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　いぶすき産業まつり実行委員会は12月６・７日の２日間、サンシティホールいぶ
すきで第29回いぶすき産業まつりを開催しました。

女性部のうどん・そばレストラン　

女性部の演芸会　

指宿産黒牛の試食・販売　　

青年部の焼きいも
・いも天販売　

第29回

いぶすき産業まつり
グリーンフェスタいぶすき　

農産物の即売会　
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Ｊ
Ａ
え
い
さ
つ
ま
い
も

専
門
部
は
、
福
岡
県
北
九

州
市
の
小
学
校
（
11
校
）

に
青
果
用
サ
ツ
マ
イ
モ

「
え
い
も
ち
ゃ
ん
」（
品

種:

紅
さ
つ
ま
）
４
ト
ン

を
送
り
、
さ
つ
ま
汁
な
ど

に
調
理
さ
れ
、
給
食
を
食

べ
た
児
童
か
ら
感
謝
の
手

紙
が
届
き
ま
し
た
。
手

紙
に
は
児
童
一
人
一
人

か
ら
生
産
者
に
向

け
た
感
謝
の
言
葉

が
つ
づ
ら
れ
て
お

り
、
手
紙
を
受
け

取
っ
た
同
部
会
の

尾
曲
宰
部
会
長
は

「
た
く
さ
ん
の
児

童
に
え
い
も
ち
ゃ

ん
を
食
べ
て
も
ら

う
こ
と
が
出
来
て

良
か
っ
た
。
栽
培

に
は
苦
労
す
る
こ

と
も
多
い
が
、
児

童
か
ら
の
手
紙
を

読
ん
で
こ
れ
か
ら

の
生
産
に
意
欲
が

わ
い
た
。」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。
南
九

州
市
と
北
九
州
市
は
同
じ

「
九
州
市
」
と
い
う
縁
で

交
流
協
定
を
結
び
、
昨
年

か
ら
地
元
の
食
材
を
交
換

し
、
給
食
の
献
立
と
し
て

出
し
て
い
ま
す
。
北
九
州

市
か
ら
は
、
タ
ケ
ノ
コ
が

送
ら
れ
、
筑
前
煮
に
調
理

さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
２
０
１
４
年
度
、
指
宿
市
立
徳
光
小
学
校
で

Ｊ
Ａ
山
川
す
い
か
部
会
・
市
場
関
係
者
・
行
政
・
県
立

山
川
高
校
の
生
徒
な
ど
と
協
力
、
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
で

地
元
特
産
の
徳
光
ス
イ
カ
の
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。
今

回
対
象
と
し
た
３
、４
年
生
の
児
童
か
ら
お
礼
の
手
紙

が
Ｊ
Ａ
に
届
き
ま
し
た
。
手
紙
に
は
「
花
に
雄
花
と
雌

花
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。」「
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
よ
り
大
き
く
な
っ
た
。
本
当
に
甘
く
て
お
い
し
か
っ

た
。」
な
ど
児
童
の
感
想
が
書
か
れ
て
お
り
、
宮
田
実

吉
Ｊ
Ａ
山
川
す
い
か
部
会
長
は
「
最
初
は
ど
う
な
る
か

不
安
だ
っ
た
が
、
児
童
も
感
謝
し
て
く
れ
て
本
当
に
良

か
っ
た
。」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
徳
光
小
学
校
の

児
童
は
、
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
で
定
植
作
業
か
ら
整
枝
誘

引
・
交
配
・
収
穫
ま
で
管
理
を
行
い
、
施
設
の
訪
問
、

市
場
で
の
販
売
を
体
験
し
ま
し
た
。

児童から生産者、ＪＡへ
お礼の手紙が届く　　　　　

北と南の「九州市」が給食で交流

児童から届いたお礼の手紙に喜ぶ
宮田部会長（写真左）と麓ＪＡ営農指導員

北九州市の児童から送られた手紙に喜ぶ尾曲部会長
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Ｊ
Ａ
は
12
月
10
日
、
指

宿
市
山
川
の
Ｊ
Ａ
小
川
集

荷
場
で
山
川
地
区
の
そ
ら

ま
め
出
荷
目
揃
会
を
開
催
、

約
80
人
の
生
産
者
が
参
加

し
ま
し
た
。
集
出
荷
要
領
、

出
荷
基
準
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ

が
説
明
、
県
農
林
水
産
部

農
政
普
及
課
の
職
員
が
今

後
の
肥
培
管
理
、
病
害
虫

対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、
生
産
者
は
収
穫
す
る

そ
ら
ま
め
の
大
き
さ
や
熟

度
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

西
山
茂
山
川
そ
ら
ま
め
専

門
部
会
長
は
「
今
年
は
台

風
の
被
害
で
、
生
産
者
は

苦
労
し
た
と
思
う
。
市
場

は
い
ぶ
す
き
の
そ
ら
ま
め

を
待
っ
て
い
る
の
で
、
生

産
者
全
員
で
出
荷
基
準
を

守
り
、
有
利
販
売
に
つ
な

げ
て
行
き
た
い
。」
と
話

し
ま
し
た
。
山
川
地
区
の

そ
ら
ま
め
は
こ
れ
か
ら
、

４
月
ま
で
の
長
期
間
で
収

穫
し
、
関
東
を
中
心
に
全

国
へ
出
荷
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
え
い
さ
つ
ま
い
も
専

門
部
は
12
月
１
日
、
青
果
用

さ
つ
ま
い
も
「
え
い
太
く

ん
」（
品
種
紅
は
る
か
）
の

本
格
出
荷
に
向
け
て
、
勝
負

の
神
様
と
し
て
有
名
な
釜
蓋

神
社
（
南
九
州
市
頴
娃
町
）

で
奉
納
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。

生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
関
係
機
関

な
ど
約
30
人
が
出
席
、

２
０
１
４
年
産
の
飛
躍
を
誓

い
ま
し
た
。「
え
い
太
く
ん
」

は
、
品
種
の
特
徴
で
あ
る
高

い
甘
さ
を
維
持
す
る
た
め
、

収
穫
か
ら
40
日
間
の
貯
蔵
を

徹
底
す
る
こ
と
、
月

１
回
の
検
査
で
糖

度
が
基
準
に
満
た

な
か
っ
た
も
の
に

つ
い
て
は
「
え
い

太
く
ん
」
と
し
て

は
出
荷
し
な
い
と

い
う
厳
格
な
基
準

を
設
け
て
い
ま
す
。

奉
納
を
終
え
た
、
え

い
さ
つ
ま
い
も
専

門
部
の
尾
曲
宰
部

会
長
は
、
今
年
の

「
え
い
太
く
ん
は
、
小
ぶ
り

で
は
あ
る
が
、
味
は
良
質
で

自
慢
の
出
来
。
勝
負
の
神
様

の
ご
利
益
を
貰
い
、
さ
ら
な

る
飛
躍
を
誓
っ
た
。」
と
今

後
の
出
荷
に
向
け
て
意
欲
を

語
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
２
０
１
４
年
産

に
つ
い
て
、
12
月
か
ら
５
月

ま
で
名
古
屋
、
大
阪
、
福
岡

を
中
心
に
出
荷
、
え
い
地
区

で
34
人
の
生
産
者
、
共
販
数

量
５
０
０
ト
ン
の
出
荷
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

青果用さつまいも「えい太くん」を
奉納祈願する関係者

えい太くん本格出荷に向けて奉納祈願

山川地区
そらまめ出荷目揃会

収穫するソラマメの大きさや熟度などを
確認する生産者

挨拶をする西山部会長
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　ＪＡは12月10日、南九州市の㈱ＪＡ食肉かごしま南薩工場で、第３回ＪＡいぶすき肉牛枝肉共進会及び研
修会を開催しました。管内から37頭の出品があり、肥育農家・関係機関など約50人が研鑽を深めました。
　南薩地域振興局農林水産部農政普及課の新牛込純治技術主査より「枝肉考察及び枝肉分析について」研修
が行われ、参加者は肉用牛肥育経営の一層の向上に役立てようと熱心に聴講しました。
　また褒賞では、個人賞にあわせて年間を通しての優秀部会・団体に対する団体賞も授与しました。

○主な成績・表彰は以下の通りです。 （敬称略）
　個人賞
　　一　席　　㈲畠久保牧場（指宿地区）
　　二　席　　高田　登　　（頴娃地区）
　　三　席　　㈲畠久保牧場（指宿地区）
　　マーケットニーズ賞　中村清美（指宿地区）
　2014度年間団体賞
　　第１位　喜入・指宿チーム

朝9：30～夜20：00

朝9：30～夜19：30

Ａコープ青戸店 朝9：00～夜19：00

店舗名 営業時間

Ａコープえい大川店

Ａコープえい店

Ａコープかいもん店

Ａコープ喜入店 朝9：00～夜19：00

朝9：30～夜20：00

かいもん店
吉田店長

青戸店
二宮店長

えい大川店
木之下店長

えい店
西元店長

喜入店
吉留店長

今年も従業員一丸となって頑張ります！

営業時間案内

一席を受賞した㈲畠久保牧場

2014年度第３回

ＪＡいぶすき肉牛枝肉共進会開催
2014年度第３回2014年度第３回

ＪＡいぶすき肉牛枝肉共進会開催ＪＡいぶすき肉牛枝肉共進会開催
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　ＪＡ青年部の前川信男さん（49）が12月10日、
指宿市立指宿小学校で、いぶすきの農業について
児童に出前授業を行いました。３年生の社会の授
業で直接農家から話を聞き、農業のことを学ぶ取
り組みとして行われました。前川さんの実体験を
もとにクイズなども取り入れて参加形式で、分か
り易く話していました。
　児童は、農業の楽しさや、ご飯一杯の食の大切
さなどを学びました。

　ＪＡは12月２日、指宿市山川のＪＡ徳光南瓜選
果場で抑制かぼちゃの出荷説明会を開催しました。
ＪＡが集出荷要領・出荷規格について説明、指
導員が「交配が遅れた畑は、葉の状況を見て収
穫をして下さい。」と完熟品収穫を呼び掛けまし
た。中野政志かぼちゃ専門部会長は「10月に台風
の被害があり、生産者は苦労した。例年より小玉
で、交配が遅れた圃場も多いが、良い販売が見込
まれるので、最後まで頑張って出荷をお願いした
い。」と話しました。ＪＡでは管内全体で共販数
量210トンの出荷を計画しています。

　ＪＡ開聞野菜部会は12月２日、指宿市内で部会
の期成大会を開催しました。生産者・行政・ＪＡ
役職員など約110人が参加、地区野菜栽培の取り
組みとして、春かぼちゃ 10アール当り３トン、秋
かぼちゃ 10アール当り２トンの収穫量を上げるこ
となどを確認しました。馬場清也ＪＡ営農指導員
は「農薬の適正使用を再認識し、今後も安心、安
全な農作物を出荷していきたい。」と話しました。
　ＪＡでは2014年度、開聞地区管内で野菜の共販
数量2,470トン、金額５億9,978万円を計画してい
ます。

　鹿児島市喜入地区でポンカンの出荷が12月４日
から始まっており、ＪＡ瀬々串選果場では出荷作
業が続いています。度重なる台風の影響も懸念さ
れましたが、大きな被害も無く良好な生育となっ
ています。河野祐一ＪＡ指導員は「選果選別を
しっかり行い、品質の良いおいしいポンカンを消
費者に届けたい。」と話しました。出荷は九州管
内が中心で、ギフトとして全国宅配も行っていま
す。ＪＡでは、共販数量約10トンを見込んでおり、
出荷は１月中旬まで続く予定です。

青年部員が小学校で出前授業

喜入地区ポンカン出荷開始 山川地区抑制かぼちゃ出荷説明会

開聞野菜部会期成大会

児童に食の大切さを話す前川さん

出荷規格などについて確認する生産者

野菜栽培への取り組みなどについて確認した期成大会

ポンカンの出荷作業が始まっているJA瀬々串選果場
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開聞地区
料理教室　

喜入地区
視察研修　

山川地区ガーデニング教室

えい地区お正月料理教室

12/15

12/17

12/1611/28
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地　　区 氏　　　名 携帯番号

全地区統括 部次長兼課長 祝　迫　正　哉 080-1758-9135

喜　　入
（099-345-2233）

次　　長 野　元　正　一 080-1758-9140

河　野　祐　一 080-1758-9154

指　　宿
（23-3838）

次　　長 吉　崎　敏　彦 080-1758-9138

主　　任 南　　　義　孝 080-1758-9150

飯　尾　大　介 080-1758-9146

秋　元　　　智 080-1758-9148

山　　川
（35-2166）

次　　長 福　坪　博　人 080-1758-9136

主　　任 別　府　昭　吾 080-1758-9143

主　　任 前　田　満　穂 080-1758-9149

二階堂　　　愛 080-1720-2409

麓　　　九梨子 080-1758-9153

白　澤　和　馬 080-1758-9156

開聞
（27-2255）

次　　長 大　迫　康　浩 080-1758-9137

馬　場　清　也 080-1758-9147

迫　田　新之助 080-1758-9152

頴　　娃
（36-1134）

次　　長 別　府　裕　二 080-1758-9139

次　　長 當　　　重　磨 080-1758-9142

主　　任 有　村　俊　哉 080-1758-9144

主　　任 飯　伏　満　博 080-1758-9151

汰　木　良　平 080-1758-9145
広域育苗

（35-0226）
下　拂　喜一郎 080-1758-9155

営農指導員（農産部）業務用携帯電話番号
（平成26年12月 1日現在）
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おたより募集

 
○広報誌「なのはな」へご意見・ご要望などを 
お寄せ下さい。郵便はがきに①郵便番号②住所 
③氏名④年齢⑤意見・要望などを書いて 
上記の宛先まで送って下さい。 
 
※投稿に際して取得した個人情報については、 
本企画以外には使用いたしません。             

送り先 
 

 
 

 
 

 
 

郵便番号８９１－０５１６ 

©よい食P.

○広報誌「なのはな」へご意見・ご要望などをお寄せ
下さい。郵便はがきに①郵便番号②住所③氏名④年
齢⑤意見・要望などを書いて上記の宛先まで送って
下さい。

※投稿に際して取得した個人情報については、
　本企画以外には使用いたしません。
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す
。

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
多
く
の
皆
様
に
ご

協
力
頂
き
、
広
報
誌
を
発

行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
本
年
も
組
合
員
・
地

域
住
民
の
皆
様
に
、
充
実

し
た
内
容
で
お
届
け
出
来

る
様
に
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

表紙の写真

　ＪＡでは政府指針に基づき、広く女性のＪＡ運営への参画を進めています。
　ＪＡ利用者の皆様の組合員加入はもとより、女性組合員の皆様は是非、組合員の代表である総代や
役員としての組合運営への参画を検討されてみてはいかがでしょうか？

総　　　代
　組合員の代表として正組合員（農業者）の中から選任されます。
　ＪＡいぶすきでは 500名の総代がＪＡの運営を行なっています。
　10%（50名）以上の女性総代を目標としています。

女性枠理事
　ＪＡいぶすきでは、第 19回通常総代会において、平成 27年度の役員改選より女性枠理事２名
の登用を決定しております。

詳しくは、本所管理部管理課（35-3411）まで

 女性の皆さん、ＪＡの運営へ参画しませんか？＊＊＊

（
平
成
26
年
11
月
１
日
〜

平
成
26
年
11
月
30
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

ご連絡先 鹿児島県農協福祉事業株式会社
鹿児島市鴨池新町15番地 （ＪＡ鹿児島県会館9階)
ＴＥＬ099-258-5626 ＦＡＸ099-255-9595

　今年の干支、羊です。干支の特徴は穏や
かで人情に厚い人柄。群れをなす羊は、家
族の安泰を示しいつまでも平和に暮らす事
を意味しています。
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